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た。送付した 977 票のうち 449 票が回収され、うち 449 票を有効票とした（回答率
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めて、多様な介入のチャンネルを活用することが望まれる。2つ目は、「過去～現在～
未来」の時間軸での「トータルな視点」を持ち、母親が歩んできた人生、現在置かれ
ている状況、将来の生活設計を考えることである。3 つ目は、「ストレングスの視点」
である。スティグマを受けてきた知的障害本人のストレングスに注目し、それを本人
や母親と共有することが、本人の自信や母親の安心につながり、「社会的ケアへの移行」
を進める力となろう。4 つ目は、連携やネットワークの考え方である。知的障害本人
を中心とした「横のネットワーク」を通じて「母子関係」を開き、「社会的ケアへの移
行」を促すとともに、「ライフステージ」を視野に入れた「縦のネットワークの構築」
も進めていく必要がある。5 つ目は、障害学の視点を取り入れた「マクロ社会に働き
かける実践」である。知的障害者に対する正しい理解を広めるための啓発活動や、「母
親によるケアから社会的ケアへの移行」を可能にする障害福祉制度の構築や地域づく
りを目指したソーシャルアクションが求められるところである。 
 このように、従来からソーシャルワークが大切にしてきた「人と環境の交互作用」
「過去～現在～未来という時間軸」「ストレングス視点」「連携やネットワーク」「マク
ロ社会へのまなざし」に加えて、障害学の枠組みを取り入れながら、本研究から得ら
れた「異なる 2つのタイプの母親」という知見を活かしていくことが望まれる。「社会
的ケアへの移行」を知的障害本人の「成人としての自立のプロセス」「脱親のプロセス」
ととらえ、母親の「子育てを卒業した一人の人間としてのあゆみ」ととらえることで
ある。ソーシャルワークの視点と障害学の枠組みの融合が、「母親によるケアから社会
的ケアへの移行」のための相談支援の方向を指し示してくれると考える。 
一方、本研究の限界は、聞き取り調査やアンケート調査が特定の地域で実施された
こと、親へのアンケート調査が親の会の会員に限定されていたこと、相談支援従事者
への聞き取り調査に初心者の声が反映されていないこと、知的障害者本人の思いを直
接引き出せなかったことなどである。今後の課題は、「支援につながっていない孤立し
た家族」へのアウトリーチや地域でのネットワーキングを進め、相談支援従事者や相
談支援事業所のソーシャルワーク実践力の向上を図ることである。本研究の成果物で
ある「実践ガイド」の活用を推進し、「実践ガイド」の継続的な質の向上を目指したい。 
